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ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタ・・・キキキッッットトト
ReelmasterReelmasterReelmaster®®® 5410/5510/56105410/5510/56105410/5510/5610 おおおよよよびびび GroundsmasterGroundsmasterGroundsmaster®®® 4300-D4300-D4300-D トトトラララクククシシショョョンンン
ユユユニニニッッットトト
モモモデデデルルル番番番号号号125-8785125-8785125-8785

取取取りりり付付付けけけ要要要領領領

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ににに、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる化化化学学学物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

重重重要要要 こここののの取取取りりり付付付けけけ要要要領領領書書書（（（ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタ・・・キキキッッッ
トトト）））でででははは、、、新新新しししいいいホホホイイイーーールルルモモモーーータタタとととそそそののの関関関連連連機機機器器器、、、
おおおよよよびびび油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの取取取りりり付付付けけけととと取取取りりり外外外しししにににつつついいいててて
説説説明明明しししままますすす。。。当当当初初初ににに取取取りりり付付付けけけららられれれててていいいたたた走走走行行行回回回路路路関関関
係係係機機機器器器ににに何何何らららかかかののの破破破損損損ががが発発発生生生しししててていいいるるる場場場合合合にににははは、、、
必必必ずずず、、、そそそれれれににに関関関わわわるるる修修修理理理作作作業業業おおおよよよびびび、、、油油油圧圧圧回回回路路路内内内
部部部ののの高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄ををを行行行っっってててかかかららら、、、本本本ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタののの
取取取りりり付付付けけけをををすすするるるよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。くくくわわわしししくくくははは
ToroToroToro 代代代理理理店店店にににごごご相相相談談談 くくくだだださささいいい。。。

警警警告告告

油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備作作作業業業ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずシシシススステテテムムム
内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを完完完全全全ににに解解解放放放すすするるるこここととと。。。エエエンンンジジジンンンををを
停停停止止止ししし、、、すすすべべべてててのののカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを降降降
下下下まままたたたはははブブブロロロッッックククででで支支支えええるるる。。。

油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルル・・・リリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作動動動
油油油ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、手手手なななどどどををを近近近づづづけけけ
ななないいい。。。リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使
いいい、、、絶絶絶対対対ににに手手手ををを直直直接接接差差差ししし入入入れれれたたたりりりしししななないいい。。。高高高圧圧圧
ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに重重重
大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが
体体体内内内ににに入入入っっったたた場場場合合合にににははは、、、こここののの種種種ののの労労労働働働災災災害害害ににに
経経経験験験のののあああるるる施施施設設設ででで数数数時時時間間間以以以内内内ににに外外外科科科手手手術術術ををを受受受
けけけるるる必必必要要要がががあああるるる。。。こここのののよよようううななな怪怪怪我我我ををを放放放置置置すすするるる
ととと壊壊壊疽疽疽ををを起起起こここすすす危危危険険険がががあああるるる。。。

注注注意意意

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトやややタタタイイイヤヤヤををを交交交換換換すすするるる場場場合合合なななどどど機機機
体体体ををを浮浮浮かかかせせせるるる必必必要要要がががあああるるるととときききにににははは、、、適適適切切切なななブブブ
ロロロッッッククク、、、ホホホイイイススストトト、、、ジジジャャャッッッキキキなななどどどををを使使使用用用すすするるるこここ
ととと。。。まままずずず機機機体体体ををを、、、コココンンンクククリリリーーートトトなななどどどのののしししっっっかかか
りりりしししたたた床床床ののの上上上ににに駐駐駐車車車すすするるる。。。ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ前前前
ににに、、、吊吊吊上上上げげげののの邪邪邪魔魔魔ににになななっっったたたりりり整整整備備備作作作業業業にににににに不不不要要要
なななアアアタタタッッッチチチメメメンンントトトなななどどどははは全全全ててて外外外すすす。。。車車車輪輪輪ははは、、、
輪輪輪止止止めめめなななどどどででで確確確実実実ににに保保保持持持すすするるる。。。必必必要要要ににに応応応じじじ、、、
ジジジャャャッッッキキキスススタタタンンンドドドなななどどど適適適切切切ななな支支支持持持具具具ををを利利利用用用しししててて
負負負荷荷荷ををを確確確実実実ににに支支支えええるるる。。。こここののの保保保持持持ををを怠怠怠るるるととと、、、機機機
体体体ががが動動動いいいたたたりりり落落落下下下すすするるる危危危険険険がががああありりり、、、重重重大大大ななな人人人
身身身事事事故故故ににになななるるるおおおそそそれれれがががあああるるる。。。
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ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタををを点点点検検検すすするるる
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛け、

カッティングユニットを降下させ、エンジン
を停止する。キーは抜き取る。

2. 対象となるモータについては、トロのサービス
ブリテン LR08–35 と R08–41 を参照のこと。

3. ホイールモータのシリアルプレートを確認す
る（図 1）。マシンの下からのぞいて確認す
ることが可能である。
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図図図 111

1. ホイールモータのシリアルプレート

4. ユリウス暦日表示（図 2）を見て、該当する
ロットのものかどうかを判断する。暦日表示
が 14311～19511のモータが該当する。
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図図図 222

1. ユリウス暦日コード

5. 該当するホイールモータが見つかった場合に
は、そのシリアルプレートの写真を撮影する。
そしてモデル番号およびシリアル番号と共にそ
の写真を PER ケース経由で TAC に提出する。

注注注 該当するホイールモータが使われていない
場合には、これ以上の作業は不要です。

必必必要要要ななな特特特殊殊殊工工工具具具
注注注 診断と修理を行うためには、以下の特殊工具（ま
たは同等の工具）が必要となります：

• TOR6004 - ホイールハブ・プラー

• TOR6011 - 高圧フィルタキット

• TOR6007 - 油圧ホースキット

• 0 - 500 psi （0 - 34,47 bar） 油圧計

• 0 - 5000 psi （0 - 344,7 bar） 油圧計

• 400 ft. lb. トルクレンチ（またはトルクマル
チプライヤ）

• フローメータ（30ガロン毎分の測定が可能なも
の）：K-Line のパーツ番号 AT40004

• 修理用のホイールモータ・バイパス用コンポー
ネント：新しいホイールモータ・アセンブリに
ダメージを与えずに油圧回路のフラッシュ洗浄
を行うために、以下のものをホイールモータの
代わりとして使用する。油圧ホースは作業場に
あるものを使用してもよいし、トロから購入し
てもよい。詳細については、この説明書の「油
圧システムのフラッシュ洗浄」の項を参照のこ
と。必要なもの：

Toroパーツ番号 名称 数量

93-6834 ストレート･フィッティング 4

108-1686 油圧ホース･アセンブリ 2

マママシシシンンンをををテテテススストトトすすするるる
1. 以下の要領で車体から前輪を取り外す：

• 機体が動かないように後タイヤをブロッ
クする。

• 前輪のラグナットをゆるめる。

• 機体をジャッキアップして前輪を外せる程
度に浮かす。機体をジャッキスタンドで支
える。ジャッキアップ要領については、オ
ペレーターズマニュアルを参照のこと。

• 駐車ブレーキを解除する。

• ラグナットを外し、車輪とブレーキドラ
ムを車体から外す。

2. 走行回路から前輪用のホイールモータを外
す；このとき、図 3に示すように、各ホイー
ルモータにバイパスホースを取り付ける。 パ
イパスループに使用するホースは、3625 psi
（249,9 bar） の油圧に耐えられるものでなけ
ればならない。

注注注 クロストラックス（4輪駆動システム）を搭
載しているマシンの場合は、リアのマニホル
ドにバイパスホースをもう2本取り付ける必要
があります。取りつけは図 4を参照。
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図図図 333

図は2輪駆動の場合

1. バイパスループ（2本） 2. フローメータ 3. フィルタ

3. 全部のループを取りつけたら、高圧フィルタ
とフローメータ（1分あたり 30 ガロンの測定
が可能なもの）を、走行回路の戻りラインに
図 3と図 4に示すように取り付ける。
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図図図 444

図は4輪駆動の場合

1. バイパスループ（4本） 2. フローメータ 3. フィルタ

重重重要要要 テテテススストトト中中中ははは、、、走走走行行行回回回路路路ををを「「「後後後退退退走走走行行行」」」ににに
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

4. 図 5に示すように、小さい方のチャージ油圧
フィルタヘッド・アセンブリを外して、 500
psi （34,47 bar） の油圧計をチャージ供給
チューブにインラインに取り付ける。油圧計が
フローメータと一体になっている場合には、
この後にテストを実施する前に、フローメー
タが全開状態であることを確認すること。
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21

図図図 555

1. 油圧計（オイルフィルタを外した状態） 2. ステアリングバルブからのフロー

以以以下下下ののの各各各テテテススストトトををを行行行いいい、、、こここののの説説説明明明書書書ののの記記記録録録欄欄欄
ににに、、、測測測定定定結結結果果果ををを記記記入入入すすするるる。。。修修修理理理対対対象象象とととなななっっっててて
いいいるるるホホホイイイーーールルルモモモーーータタタににに加加加えええててて他他他ののの機機機器器器ののの修修修理理理
ののの承承承認認認ををを得得得たたたいいい場場場合合合にににははは、、、油油油圧圧圧テテテススストトトのののすすすべべべ
てててののの結結結果果果ををを TACTACTAC ににに提提提出出出しししなななけけけれれればばばななならららななないいい。。。

5. マシンをジャッキスタンド（またはリフト）
の上に確実に載せ、マシンの全部の車輪が床
から浮いていることを確認し、エンジンを始
動してエンジンの回転数をフルスロットルま
で上げる。その状態でマシンの油圧回路が通
常の作動温度になるのを待つ。

6. マシンがニュートラルになっている状態
で、チャージ圧を読み取る。チャージ圧は
________ psi/bar。

7. 走行ペダルを前進方向に踏み込んだ状態とす
る。フローメータを全開にした状態で、ハイド
ロスタットにはほとんど負荷が掛かっていな
いのが正常。ハイドロスタットからのフロー
（ガロン毎分）を記録する。走行ループに取
り付けられているフローメータに表示される
流量を記録する。チャージ圧を記録する。

ハイドロスタットからの流量は ________
GPM； その時の圧力は _______ psi/bar；
チャージ圧は________ psi/bar。
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8. 走行ペダルを前進一杯まで踏み込んだ状態と
し、走行ループに取り付けたフローメータを
徐々に閉じてフローメータの油圧計の読みが
1000 psi （68,95 bar） になるようにする。
この時のハイドロスタットからのフローと
チャージ圧を記録する。

1000 psi （68,95 bar） の時のハイドロス
タットからの流量は ________ GPM； チャージ
圧は________ psi/bar。

9. フローメータを更に閉じて、フローメータの
油圧計の読みが2000 psi （137,9 bar） にな
るようにする。この時のハイドロスタットか
らのフローとチャージ圧を記録する。

2000 psi の時のハイドロスタットからの流
量は ________ GPM； チャージ圧は________
psi/bar。

10. フローメータを更に閉じる。走行回路のリ
リーフバルブが開くか、油圧の上昇がストッ
プするか、エンジンが止まるまでフローメー
タを閉じる。この時のフローメータの油圧計
の読みを記録する。

ハイドロスタットが作り出すことができた油
圧は _____ psi/bar。

11. 1000 psi （68,95 bar） の時にハイドロス
タットが1分間あたり 20ガロン以上のフロー
を出せており、また、走行回路の油圧が常時
1000 psi （68,95 bar） を超えていてチャー
ジ圧が 150 psi （10,34 bar） 以上である場
合には、これ以上のテストは不要であるので
テストを中止してマママシシシンンンのののフフフラララッッッシシシュュュ洗洗洗浄浄浄ととと
フフフィィィルルルタタタろろろ過過過ををを行行行うううへ進む。

12. 1000 psi （68,95 bar） の時にハイドロス
タットが1分間あたり 20ガロン以上のフロー
を出せない、または、走行回路の油圧が 1000
psi （68,95 bar） を超えている時にチャー
ジ圧が 75 psi （5,17 bar） 未満になる場合
には、ハイドロスタットのリビルドが必要で
あるが、その前に、更なるテストが必要であ
る。こここののの時時時点点点ででではははまままだだだリリリビビビルルルドドドしししななないいいこここととと。。。

走行回路からフローメータを外してギアポン
プセクションP1のオイル出口に取り付ける。
油圧が 2000 psi （137,9 bar）の時のギアポ
ンプセクションP1からのフローを測定する。

ギアポンプセクションP1からの吐出量
（2000 psi （137,9 bar）；ガロン毎分）は
_____。

ギアポンプのフローが 5.4 GPM 未満の場合
（Reelmaster 5410）、7.1 GPM 未満の場合
（Reelmaster 5510/5610）、または 11.0 GPM
未満の場合（Groundsmaster 4300）には、ギア
ポンプの交換が必要であるが、その前に、シ
ステムのフラッシュ洗浄が必要である。こここののの
時時時点点点ででではははギギギアアアポポポンンンプププををを交交交換換換しししななないいいこここととと。。。

13. CrossTrax（4輪駆動）を搭載しているマシン
で、1000 psi （68,95 bar） の時にハイドロ
スタットが1分間あたり 20ガロン以上のフロー
を出せない、または、走行回路の油圧が 1000
psi （68,95 bar） を超えている時にチャージ
圧が 75 psi （5,17 bar） 未満になる場合に
は、後輪のホイールモータの交換も必要とな
る。こここののの時時時点点点ででではははまままだだだ交交交換換換ををを行行行わわわななないいいこここととと。。。

マママシシシンンンのののフフフラララッッッシシシュュュ洗洗洗浄浄浄とととフフフィィィルルル
タタタろろろ過過過ををを行行行ううう
1. マママシシシンンンのののテテテススストトトををを行行行うううのステップ13を行って

高圧フィルタとフローメータがギアポンプへ
付け替えてある場合には、これらをハイドロ
スタットのループに戻す（ステップ4で取り付
けた状態にもどす）。

2. カッティングユニットからモータを取り外す
か、リールとベッドナイフの接触を完全にな
くすかする。カッティングユニットが回転で
きるように、カッティングユニットのアーム
を下降させる。

3. マシンの車輪が床から浮いた状態で、エンジ
ンを始動し、エンジン速度をフルスロットル
まで上げる。

4. 走行ペダルをゆっくりと、一杯まで踏み込
む。フローメータをゆっくりと閉じて、油圧
計に1000 psi （68,95 bar） の読みが出るよ
うにする。この状態で、10分間待つ。これに
より、走行回路に残っている異物を完全に取
り除くことができる。

5. 走行回路の動作を停止し、リール駆動回路を
作動させてリール回路の洗浄に移る。リール
の駆動（ろ過）を10分間続ける。所定時間が
経過したらエンジンを停止する。

6. 油圧タンクからオイルを抜く。タンクはそのま
まにしておく。タンクの上面にねじ止めされ
ている金属製の大きなキャップを取り外す。
サイホンなどを利用してタンクに残っている
オイルを吸い出す。きれいなウェスや液体バ
キューム装置などを使ってタンクの底に残っ
ている金属粉を完全に除去する。また、オイ
ル吸い上げ部のスクリーンに異物がついてい
ないようにきれいに清掃する。汚染がひどい
場合には、タンクとストレーナを機体から取
り外して完全に洗浄する必要がある。

7. フィッティング部分で走行回路のラインを外
し、各ラインをエアで吹いて内部に残ってい
る異物を吹き飛ばす。ラインの端にきれいな
ウェスを置いて、ラインから出てくる異物を
回収する。4輪駆動マシンでは、4輪駆動マニ
ホルドについているリリーフバルブとチェッ
クバルブも取り外してシステムを完全に洗浄
する必要がある。
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テテテススストトト機機機器器器ををを取取取りりり外外外すすす
高圧フィルタ、フローメータ・アセンブリ、チャー
ジ圧計を取り外す。

古古古いいい機機機器器器ののの取取取りりり外外外ししし
1. ホイールはブレーキをホイールモータに固定

しているロックナットをゆるめる（外さない
こと）。ロックナットは少なくとも2回転は
ゆるめること。これにより、テーパがゆるく
なってもハブが飛ぶ心配がなくなる。

重重重要要要 ホホホイイイーーールルルハハハブブブををを取取取りりり外外外すすすととときききににに、、、ハハハブブブややや
プププラララーーーやややホホホイイイーーールルルモモモーーータタタをををハハハンンンマママーーーでででたたたたたたかかか
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタををを破破破損損損さささせせせ
るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

2. 所定のプラー（TOR6004）を使用して、ホイー
ルモータからホイールハブをゆるめる。

3. モータのシャフトからロックナットとホイー
ルハブを外す。

4. ブレーキ・アセンブリをブレーキ・アダプタ
に固定しているネジ（4本）を外す。ブレー
キ・アセンブリを取り外す。

注注注 ブレーキ・アセンブリからブレーキケーブ
ルを外す必要はありません。

5. ホイールモータの油圧ラインやフィッティン
グの端部から異物が侵入しないように十分に
きれいにする。

6. 組み立て時に間違えないように、ホイールモー
タの接続部にラベルなどを貼る。

7. ホイールモータのフィッティングから油圧ラ
インの接続を外す。ラインからこぼれ落ちる
オイルは適切な容器に回収する。

8. 外したフィッティングやホースにはキャップ
をはめて、フィッティングやホースの内部に
異物が侵入するのを防止する。

9. 各ホイールモータは落下しないように適切に
支持する。

10. ブレーキ・アダプタ、ホイールモータ、スプ
リングクリップをフレームに固定している
ロックナット（4個）を外す。

11. ブレーキ・アダプタ、ホイールモータ、ブレー
キスプリングブラケットを外す。

12. 新しいホイールモータ･アセンブリを取り付け
る時に分かりやすいようにフィッティングの位
置を覚えておく。モータについているフィッ
ティングを外してOリングを廃棄する。
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図図図 666

1. ブレーキドラム 5. ブレーキ・アセンブリ, 左用 9. 角キー 13. エクステンション・スプリング

2. 六角ナット 6. ねじ, 1/2 x 3 インチ 10. ホイールモータ, 左用 14. ジャムナット, 5/16 インチ

3. ハブ・アセンブリ 7. ブレーキスプリングブラケッ
トまたはスプリングクリップ,
左用

11. ロックナット, 1/2 インチ 15. ブレーキスプリングブラケッ
トまたはスプリングクリップ,
右用

4. ねじ, 3/8 x 3/4 インチ 8. ブレーキアダプタ 12. ねじ, 5/16 x 1–1/2 インチ 16. フランジナット, 5/16 インチ
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新新新しししいいい機機機器器器ををを取取取りりり付付付けけけるるる
1. 新しいOリングにオイルを塗り、先ほどホイー

ルモータから取り外したフィッティングに取
り付ける。

2. フィッティングをホイールモータのポートに
取り付ける；先ほど覚えた向きに取り付ける
こと。

注注注 左ホイールモータには、図 7のように、
シャフトに黄色の丸印またはリング状の彫り
込みがなされているので識別できる。

g019201

1

図図図 777

1. シャフトに掘り込まれたリングマーク

3. ホイールモータをフレームに対して適切な向
きに調整する。スプリングクリップ、ブレー
キアダプタ、ホイールモータを、フレームに
取り付ける；1/2 x 3 インチのキャップスク
リュ（4本）を使用する。

4. キャップスクリュに1/2 インチのロックナッ
ト（4個）を取り付けて締め付け、モータ、
ブレーキアダプタ、スプリングクリップをフ
レームに固定する。各ねじを 91-113 Nm にト
ルク締めする。スプリングクリップが 図 6の
ように取り付けられていることを確認する。

5. ブレーキアダプタにブレーキ・アセンブリを
取り付ける； 3/8 x 3/4 インチのキャップス
クリュ（4本）を使用する。キャップスクリュ
を27-45 Nm にトルク締めする。

6. ホイールモータのシャフトとホイールのハブ
のテーパ部分を十分にきれいにする。ハハハブブブややや
ホホホイイイーーールルルモモモーーータタタのののシシシャャャフフフトトトにににアアアンンンチチチシシシーーーズズズややや
グググリリリスススなななどどどををを塗塗塗らららななないいいこここととと。。。

7. ホイールモータのシャフトのキー溝に角キーを
入れる。新しい角キーとホイールハブとを整列
させ、ホイールハブをモータのシャフトにセッ
トする。ハブをロックナットで固定する。ロッ
クナットを、 549-671 Nm にトルク締めする。

重重重要要要 通通通常常常のののトトトルルルクククレレレンンンチチチにににトトトルルルククク増増増力力力器器器をををつつつ
けけけててて締締締めめめ付付付けけけるるるここことととはははおおお奨奨奨めめめででできききままませせせんんんががが、、、最最最
大大大締締締めめめ付付付けけけトトトルルルククク 678678678 N-mN-mN-mををを達達達成成成ででできききるるるレレレンンンチチチ
がががななないいい場場場合合合にににはははそそそのののよよようううななな方方方法法法ももも可可可能能能ででですすす。。。

8. 作業に先立って外したフィッティングやホー
スについているキャップを外す。

9. ブレーキケーブルのクレビスを取り外した場合
には、元通りブレーキアクチュエータレバー
に、コッターピンで固定する。

10. ブレーキドラム、前ホイール、エキスパン
ションスプリングを、機体に取り付ける。ラ
グナットを 95-122 Nm にトルク締めする。

11. 反対側のホイールモータにも同じ作業を行う。

機機機器器器ををを更更更新新新すすするるる
（（（必必必要要要ににに応応応じじじててて）））

• ハイドロスタットのリビルドを行うキット
120-6285（修理キット, ハイドロスタット用）
ハイドロスタットを分解するときに、破損部分
などを写真撮影し、これらをテスト結果と共に
提出する。ハイドロスタットのリビルド手順に
ついては、サービスマニュアルを参照。

• テストに合格しなかったギアポンプは、分解
し、次ページに示す部品の写真を撮影し、その
写真をテスト結果とともに提出する。ギアポン
プを交換する。ギアポンプの交換手順について
は、サービスマニュアルを参照。

• クロストラックス（4輪駆動）搭載マシンで、
後ホイールモータの交換が必要な場合は、この
時点で交換を行う。後モータの交換要領は、前
モータの交換要領とほとんど同じである。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
以下の要領で、油圧フィルタを交換する：

• チャージ/ステアリング回路用フィルタ
（86–3010）の取り付け部周辺をきれいに拭い
て、フィルタの下にオイル受け用の容器を置く。

• フィルタを外す。

• 新しいフィルタのガスケットに油圧オイルを
薄く塗る。

• 取り付け部が汚れていないのを確認する。

• ガスケットが取り付け部に当るまでフィルタ
を手でねじ込み、そこからさらに1/2回転締め
付ける。

• 油圧オイルタンクのフィルタ（94–2621）にも
同じ作業を行う。

• エンジンを始動して 2 分間運転し、システム内
のエアをパージする。

• エンジンを停止させ、オイル漏れがないか点
検する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルタタタンンンクククのののリリリビビビルルルドドド
• 油圧オイルタンクに元通りに各部品を取り付け

る。
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• すべての油圧ラインが正常に取り付けられ、確
実に締め付けられていることを確認する。

• 油圧オイルタンクに新しい油圧オイルを入れる。

最最最終終終チチチェェェッッッククク
1. 油圧オイルの量を点検し、必要に応じて補給

する。

2. 短時間の間モータを作動させ、接続部に異常
がないことを確認したら、ホイールを取り付
ける。

3. 油圧オイルの量をもう一度点検し、必要に応
じて補給する。

4. 車輪を取り付ける。

5. ジャッキスタンドを外して機体を床に下ろし、
試運転により性能を確認する。

情情情報報報ををを送送送るるる
PER ケース経由で、以下の情報を送信する

• モデル番号とシリアル番号

• 取り外しを行ったホイールモータのシリアルタ
グをはっきりと確認できる写真

• マママシシシンンンのののテテテススストトトををを行行行うううのステップ7～13で記録し
たすべての数値（圧力とフローの値）

• 破損した機器の写真（必要があれば）
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メメメモモモ：：：

10

 



メメメモモモ：：：

11

 



 


	? ホイールモータを点検する
	? 必要な特殊工具
	? マシンをテストする
	? マシンのフラッシュ洗浄とフィルタろ過を行う
	? テスト機器を取り外す
	? 古い機器の取り外し
	? 新しい機器を取り付ける 
	? 機器を更新する（必要に応じて）
	? 油圧フィルタの交換
	? 油圧オイルタンクのリビルド
	? 最終チェック
	? 情報を送る



